
研究内容３ 
～生活科・スタートカリキュラム～ 

研究の成果  

 

 令和元・２年度 

 南九州市教育委員会研究指定 

【幼児期の教育課程】 

遊びや生活を通して 

総合的に学ぶ。 

【児童期の教育課程】 

 各教科等の学習内容

を系統的に学ぶ。 

活気あふれる主体的で 

対話的な深い学びのある授業づくり 
～見方・考え方を生かし働かせる生活科・社会科の学習指導の工夫～ 

令和２年 １２月 ４日（金） 

南九州市立松ヶ浦小学校 

【スタートカリキュラムとは】 

【生活科における『ぴかぴかタイム』】 

【子供の変容】 （４ できている ～ １ あまりできていない） 

【研究のまとめ】 

※ 松ヶ浦小学校スタートカリキュラム別添資料有 

生活科における深い学び ＝ 気付きの質の高まり 

気付きを無自覚から自覚へ 

気付きの質を高める『振り返り』の充実 

【幼児期と児童期における学習の違い】 

み・・・みつけたこと 

が・・・がんばったこと 

く・・・くふうしたこと 
自分や友達の

成長に気付く。 

 

【成果】 

□ 本校独自の社会科と生活科の学習指導過程を作成し，子供たち

が見通しをもって学習を進めることができるようになった。 

□ 深い学びにつながる「ぴかぴかタイム」を位置付けたことで，

自分なりの見方・考え方で社会的事象を捉えることができるよう

になった。 

□ ガイドの育成や，時間配分，指導のポイントなどを，研究授業

を通して明らかにし，指導に生かすことができた。 

□ 松ヶ浦小スタートカリキュラムを作成することができた。 

□ 社会科・生活科における課題設定のための視点を作成し掲示す

ることで，学習指導に生かすことができた。 

□ 社会科・生活科コーナーを設置し，子供の興味や関心を喚起す

ることができた。 

【課題】 

□ 複式学習指導の研究と実践の継続 

□ 社会科・生活科学習指導の一層の充実 

□ スタートカリキュラムの効果的な活用 

□ 幼・保・小・中の連携の在り方 

入学当初は，幼児期の生活に近い活動と児童期の学び方を

織り交ぜながら，幼児期の豊かな学びと育ちを踏まえて，児童が

主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図的につくること

が求められる。 

内容や進め方の 
異なり 

学びと育ちをつなぐ「スタートカリキュラム」の作成 

 入学した子供が，安心し自信をもって成長し，小学校の学び

として歩んでいくようになる。 

 「１０の姿」をもとに実態を理解し，幼児期に培った学びと

育ちを自然に発揮できるようなカリキュラムを！ 

小学校１年生の「ゼロからのスタート」という考え 

  幼稚園教育要領参照 
生活科を中心に教育課程全体を視野に入れた 

 

 

 

学習のめあてを意

識し，自分事として学

習活動に取り組むよう

になった。 

ガイドを中心に学習

の流れを意識して，

主体的に学習に取り

組むようになった。 

「ぴかぴかタイム」等

で自分の考えや友達の

考えを伝え合い，深い

学びにつながった。 



研究構想  研究内容１ 
 ～松ヶ浦小スタンダード～ 

 

 

 研究内容２ 
 ～社会科における学習指導の工夫～ 

 

【研究主題について】 

【研究計画】 

【目指す子供の姿】 

【知識の構造図】 

【社会科における学習指導過程】 
           第５学年『私たちの生活と森林』（４／６） 

【社会科学習の進め方】 

【社会科における『ぴかぴかタイム』】 

【社会科における資料活用】 

【学習指導過程に沿った板書構成】 

間接指導を充実させるた

めに学習の進め方を示す。 

 めあてに対する予想について，一人学習をした結果

を相互解決の場でまとめ,予想と結果を比較し,初めの

自分の考えからの変容や友達のどのような考えや意見

によって自分の知識（考え方）が更新されたかなどの, 

深い学びを行う学習活動 

【ぴかぴかタイムのイメージ】 

知識・考え方の 

更 新 

広がり 

深まり 

新たな疑問 

 

 

めあてに対する予想 

・ 予想と結果の比較 

・ 事象の関連付け 

・ 新たな問い など 

 

【研究の重点】 

 

 

研究主題 

活気あふれる主体的で対話的な深い学びのある授業づくり 
～見方・考え方を生かし働かせる生活科・社会科の学習指導の工夫～ 

■ 特別活動で身に付けた活気ある話し

合いを行うスキルを生かし，自他の考え

を磨き合う対話活動の充実を図ること 

■ 知識等を比較したり相互に関連付け

たりしながら有機的に理解を深めること 

■ 「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けて授業の改善を図ること 

これまでの 
研究の課題 

教師の願い 

教育の動向 

本校の 
子供の実態 

 主題設定の理由 

１ 複式指導における社会科と生活科の学習指導過程の確立

と学習内容の精選 

２ 見方・考え方を発揮する「ぴかぴかタイム」の設定と，

効果的な資料活用の工夫とガイドの育成 

３ 生活科を中心としたスタートカリキュラムや，気付きの

質を高める振り返りの工夫 

 

 

１ めあてを自分事として捉え，予想や調べる視点をもつこと

ができる子供 

２ ガイドを中心に，一人調べでもった考えを伝え合いなが

ら，互いの考えを広げたり深めたりする子供 

３ 自分の予想と調べた結果を比べたり，調べて分かったこと

を使って新しい問いの解決をしたりすることで学びを深め

る子供 

 

 



 

 


